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日立グループ連合(仮称)

△
△
労
組

電
力
電
機
労
組

情
報
労
組

研
究
所
労
組

日
立
ホ
ー

ム
&
ラ

イ
フ
ソ
リ

ュ
ー

シ

ョ
ン
労
組

日
立
産
機
シ
ス

テ
ム
労
組

日
立
空
調
労
組

○
○
労
組

日
立
製

作
所
の
従
業

員
数
は

こ
の
４
年

間
に
年
平
均

約
５
千

人
の
減
少

と
な
り
ま
す

。
今
後

も
茂
原
・

戸
塚
・
国
分

・
小
田

原
・
武
蔵

等
が
分
社
化

に
伴
う

移
籍
に
よ

り
、
大
幅
な

減
少
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し

て
組
合
員
数

が
減
少

す
る
中
、

日
立
労
組
は

会
社
の

「
グ
ル
ー
プ
制
の
深
化
に
対
応
」

す

る

た

め

と

し

て

、

現

状

の

「
全
日
立

労
連
」
を
「

日
立
グ

ル
ー
プ
連
合
」
に
名
称
変
更
し
、

将
来
は
日

立
労
組
を
業

種
別
の

労
組
に
分

割
す
る
方
向

に
動
き

出
し
て
い
ま
す
。

し
か
し

、
こ
の
再
編

は
労
働

者
の
生
活

と
権
利
を
守

っ
て
い

く
上
で
大

き
な
問
題
が

あ
り
ま

す
。

業
績
に
応
じ
た

労
働
条
件

こ
れ
ま

で
の
労
働
条

件
の
複

線
化
が
、

労
組
の
細
分

割
に
よ

り
一
層
徹

底
さ
れ
る
こ

と
に
な

り
ま
す
。

分
散
さ
れ
た

交
渉
で

は

労
働
組
合
の

交
渉
力
も
弱

体

化

し
ま
す
。
結

果
的
に
業
種

ご

と

の
業
績
に
よ

っ
て
労
働
条

件

が

決
定
さ
れ
、

特
に
労
働
条

件

の

引
き
下
げ
競

争
が
経
営
側

に

よ

っ
て
行
な
わ

れ
る
こ
と
が

予

想
さ
れ
ま
す
。

独
自
労
組
の

交
渉
が
形
骸
化

春
闘
や
今
年

の
賃
金
カ
ッ

ト

は

、
日
立
製
作

所
労
使
で
決

定

さ

れ
た
も
の
が

関
連
会
社
労

使

に

押
し
付
け
ら

れ
て
く
る
形

を

と

っ
て
い
ま
す

。
日
立
製
作

所

労

使
が
決
定
し

た
後
の
交
渉

で

は

変
更
は
難
し

く
、
あ
え
て

決

定

を
覆
せ
ば
関

連
会
社
そ
の

も

の

が
日
立
か
ら

切
り
捨
て
ら

れ

る

と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
。

こ

う

し
た
状
態
を

防
ぐ
た
め
に

も
、

日

立
労
組
と
関

連
会
社
労
組

が

ま

と
ま
っ
て
交

渉
を
す
る
形

が

必
要
で
す
。

グ

ル

ー

プ

経

営

に

対

抗

で

き

な

い
体
制

現

状
の

労

組

再
編

は

、

い

か

に

労
働

組

合

の
力

、

交

渉

力

を

強
化

す

る

か
と

い

う

観

点
が
欠
け
て
い
ま
す
。

分

社
化

、

人

減
ら

し

、

事

業

閉

鎖
な

ど

、

日
立

製

作

所

か

ら

の
各

事

業

グ
ル

ー

プ

に

対

す

る
リ

ス

ト

ラ
に

、

日

立

グ

ル

ー
プ

連

合

が
そ

の

数

の

力

に

よ
っ

て

対

抗
で

き

る

体

制

を

作
る

こ

と

こ
そ

求

め

ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
日
立
グ
ル
ー

プ

全

体
で

の

雇

用
・

生

活

の

安

定

を
、

未

組

織
労

働

者

も

含

め

て
追

求

し

て
い

く

運

動

の
構
築
が
必
要
で
す
。

日立ＩＥ(愛知)で宣伝行動

日立IEシステム（愛知）で転籍強要や、転籍拒否に対するいやがらせ配転が

行なわれようとしている問題で、日立懇は8月10日に日立IEの会社門前での宣

伝行動と同社に対する
要請行動を行ないまし

た。当日は日立懇のほ
かに一宮地区労連、地
域の労働者など総勢29

名でビラ配布とマイク
宣伝を行ないました。

36年ぶりの門前宣伝
に、出勤する労働者も

日立IE向けに作られた
ビラを受け取って、強

い関心を寄せて読んで

いました。

家家計計は火の車車、、賃賃金金５％％カットは早急急に撤撤回をを

日立労組と全日立労連の再編

＜発行＞２００２年 ９月 第９９号
日立関連労働者懇談会（日立懇）
〒108-0073 東京都港区三田3-2-20

電機労働者懇談会気付
TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595
http://www.h5.dion.ne.jp/~htckon/
Eﾒｰﾙ：hitachikon@jcom.home.ne.jp
★日立と関連会社で働く人はだれでも
入会できます。（会費：月500円）
★もよりの連絡先
茨 城 029-273-2785 (舞良)
東 京 042-394-0937 (谷口)
神奈川 0465-48-5327 (中村)
静 岡 0543-65-0433 (多田)
愛 知 0561-84-1228 (黍原)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

労労
組
再
編
の

問
題
点

（全日立労連の将来型）

年

グループ経営に対抗できる労働組合運動を
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全
国
21
の
労
働
金
庫(

労
金)

が
、

国
税
当
局
の
税
務
調
査
を
受
け
、
約

３
億
円
の
所
得
隠
し
を
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
労
金
は
、
業
界
団
体
の
「
全

国
労
働
金
庫
協
会
」
に
会
費
を
納
入

す
る
際
、
「
強
化
基
金
」
な
ど
の
名

目
で
納
め
た
会
費
の
う
ち
水
増
し
分

か
ら
裏
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
も
の

で
す
。

裏
金
は
労
組
幹
部
の
接
待
や
政
治

家
の
パ
ー
テ
ィ
券
購

入

費
な
ど
に
使
わ
れ
て

い

た
と
と
の
こ
と
。

職
場
で
は
、
「
俺
た
ち

か
ら
集
め
た
金
で
飲

み

食
い
と
は
な
ん
だ
」
「
労

金
に
は
、
組
合
幹
部

が

大
勢
天
下
り
し
て
る

か

ら
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

日
立
の
笠
戸
事
業
所
で
は
、
労
働

者
や
そ
の
家
族
か
ら
サ
ー
ビ
ス
残
業

を
訴
え
る
内
部
告
発
が
繰
り
返
し
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
７
月
、
日
本
共

産
党
林
紀
子
参
院
議
員
が
事
業
所
に

立
ち
入
り
調
査
に
入
り
、
改
善
を
強

く
申
し
入
れ
ま
し
た
。

労
働
時
間
管
理
を
「
自
主
申
告
制
」

を
や
め
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
客
観

的
な
管
理
に
す
る
よ
う
強
く
迫
っ
た

の
に
対
し
、
会
社
側
も
「
研
究
し
て

み
る
」
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

の
後
に
訪
れ
た
労
働
基
準
監
督
署
で

は
、
監
督
官
も
「
自
主
申
告
制
」
は

不
正
常
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
「
な

ぜ
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
使
わ
な
い
の
か
日

立
に
確
認
す
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

未
消
化
の
ま
ま
放
棄
さ
れ
て
い
る

有
給
休
暇
が
完
全
取
得
さ
れ
た
場
合
、

一
四
八
万
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、

十
一
兆
八
千
億
円
の
経
済
波
及
効
果

が
発
生
す
る
と
い
う
試
算
を
政
府
の

研
究
機
関
が
ま
と
め
ま
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
度
の
有
給
休
暇
日
数

は
平
均
十
八
・
〇
日
で
す
が
、
実
際

に
取
得
し
た
の
は
半
分
に
も
満
た
な

い
八
・
九
日
。
常
用
の
被
雇
用
者
は

四
千
六
百
人
い
る
こ
と
か
ら
「
年
間

四
億
日
の
自
由
時
間
が
放
棄
さ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

日
立
労
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
社

内
専
用
ネ
ッ
ト
の
な
か
に
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
機
関
紙
な
ど
で

の
宣
伝
も
見
か
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
か
、
職
場
な
ど
で
も
ほ
と
ん
ど
存

在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

社
内
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
だ
け
な
の

で
、
「
実
働
時
間
内
は
閲
覧
を
禁
止

し
ま
す
」
と
表
示
さ
れ
ま
す
。
Ｎ
Ｅ

Ｃ
労
組
の
場
合
、
社
内
専
用
で
す
が

閲
覧
時
間
の
制
限
は
な
い
と
の
こ
と
。

松
下
労
組
な
ど
は
社
外
で
も
見
ら
れ

ま
す
。

ユ
ビ
キ
タ
ス
を
掲
げ
る
日
立
で
こ

そ
、
労
組
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
職
場

や
家
庭
で
自
由
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

教
育
の
手
話
通
訳
に

ボ
ラ
ン
テ
ア
の
人

（
シ
ス
テ
ム
）
の
教
育
で
、
聴
覚
の

不
自
由
な
受
講
者
に
対
し
て
、
手
話

通
訳
者
が
２
名
つ
い
て
対
応
し
て
い

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ア
の
人
ら
し
く
、

専
門
用
語
が
多
く
て
大
変
そ
う
で
し

た
が
、
一
生
懸
命
で
し
た
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
取
組
み
と
し
て
積
極
的
に

進
め
て
ほ
し
い
で
す
。
（
シ
ス
テ
ム
）

５
％
カ
ッ
ト
の

補
填
は
ビ
ー
ル
で

恒
例
の
夏
祭
り
で
、
乾
杯
の
挨
拶

に
立
っ
た
工
場
幹
部
が
、
「
給
料
５

％
カ
ッ
ト
は
、
こ
の
ビ
ー
ル
（
ア
ル

コ
ー
ル
５
％
）
を
飲
ん
で
取
り
戻
し

ま
し
ょ
う
」
と
。

会
場
か
ら
は
、
「
座
布
団
一
枚
、

と
言
い
た
い
け
ど
、
悪
い
冗
談
だ
ね
」

と
の
声
。
（
大
み
か
）

賃
金
５
％
カ
ッ
ト
の

ま
ま
新
会
社
へ
？

現
在
日
本
Ａ
Ｅ
シ
ス
テ
ム
に
出
向

の
人
は
、
10
月
に
正
式
に
転
属
に
な

り
ま
す
。
職
場
で
は
「
５
％
カ
ッ
ト

の
ま
ま
新
会
社
へ
い
く
こ
と
に
な
る

の
か
」
と
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。

（
国
分
）
）

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン

制
度
の
欠
陥
明
ら
か

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ポ
イ
ン
ト
の
昨
年

度
の
消
化
率
は
、
７
５
．
６
％
で
あ

り
、
未
消
化
金
額
は
６
．
５
億
円

（
一
万
六
千
人
分
相
当
）
で
し
た
。

職
場
で
は
、
「
手
続
き
面
倒
な
の
で

使
わ
な
か
っ
た
」
「
使
用
範
囲
が
限

定
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
の
不
満
が
あ

り
、
「
期
初
め
に
現
金
支
給
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
圧
倒
的
で
す
。

(

武
蔵
）

オ
ピ
ニ
オ
ン
サ
ー
ベ
イ

回
収
率
ア
ッ
プ
に
は

先

ご
ろ
実

施

さ
れ

た
第
２

回

目
の

オ
ピ
ニ

オ

ン
・
サ
ー
ベ
イ
。

全
社

で
回
収

率

Ｕ
Ｐ

に
必
死

の

様
子

で
し
た

。

職
場

で
は
「

５

％
賃

金
カ
ッ

ト

に
つ

い
て
意

見

を
聞

く
項
目

で

も
あ

っ
た
ら

回

収
が

ぐ
ん
と

よ

く
な
る
か
も
…
」

と
い

っ
た
会

話

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
（
中
研
）

組
合
大
会
で

会
社
の
赤
字
強
調

勝
田
支
部
の
定
期
大
会
で
、
来
賓

の
日
立
労
組
本
部
副
委
員
長
（
新
任

で
大
み
か
支
部
選
出
）
は
、
あ
い
さ

つ
の
中
で
「
四
千
八
百
億
円
の
赤
字

は
、
一
万
円
札
で
積
重
ね
る
と
富
士

山
よ
り
高
く
な
る
」
と
赤
字
を
強
調

し
、
「
賃
金
５
％
カ
ッ
ト
は
や
む
を

え
な
か
っ
た
」
と
、
会
社
を
代
弁
す

る
発
言
を
行
な
い
ま
し
た
。
出
席
者

か
ら
は
「
そ
れ
は
組
合
本
部
役
員
が

言
う
こ
と
か
！
」
と
怒
り
の
声
。

（
勝
田
）

日
立
は
、
「
ス
ピ
ー
ド
の

たた
め
に
は
自
前
主
義
は
捨
て

る
」
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
ラ
イ
バ
ル
だ
っ
た
企

業
間
で
製
品
・
業
種
の

提
携
を
し
た
り
、
欧
米

企
業
と
の
連
携
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
買

収
を
く
り
返
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
コ
ス
ト
削

減
の
た
め
、
モ
ノ
づ
く

り
の
全
面
外
注
化
や
生

産
拠
点
を
海
外
、
特
に
中
国

に
移
す
動
き
も
盛
ん
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
経
営

施
策
は
、
自
社
の
モ
ノ
づ
く

り
の
機
会
を
失
い
、
技
量
の

流
出
と
低

下
を
引
き

起
こ
し
、

開
発
力
の

低
下
、
技

術
の
空
洞

化
を
ま
ね

き
ま
す
。
ま
た
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に

よ
る
技
術
の
伝
承
も
失
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

製
品
の
品
質
低
下
や
製
品
事

故
を
生
む
大
き
な
要
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

会
社
の
長
期
的
な
発
展
と

モ
ノ
づ
く
り
を
通
し
て
働
く

よ
ろ
こ
び
を
取
り
戻
す
た
め

に
も
、
「
世
の
中
が
ど
の
よ

う
に
変
化
し
よ
う
と
も
、
モ

ノ
づ
く
り
の
大
切
さ
は
変
わ

る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
日

立
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
り
、
伝
統

的
な
強
み
で
も
あ
る
（
庄
山

社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
」
を
名

実
と
も
に
実
行
す
る
自
前
中

心
の
モ
ノ
づ
く
り
が
大
切
で

す
。次

回
は
、
「
人
間
ら
し
く
働

く
た
め
の
ル
ー
ル
」
を
予
定

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
る
た
め
の
提
言

自
前
の
モ
ノ
づ
く
り
で

働
く
よ
ろ
こ
び
を

読読読読読
者
と
共
に
作
る
ニ
ュ
ーーー

スススス
へ
…

メメメメ
ー
ル
投
稿
く

だだだだ
さ
い

（
編
集
部
）

働
き
が
い
の
あ
る
職
場
つ
く
り
と
、
頼
り
に
さ
れ
、
信
頼

さ
れ
る
労
働
組
合
の
再
構
築
の
た
め
の
提
言
を
シ
リ
ー
ズ

で
掲
載
し
ま
す
。
（
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
）

今今月月のワンポポイント


